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平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

９月の主な活動
	3日	第3回組織対策委員会
	4日	新潟県知事懇談会
	7日	第4回地協代表者会議
	 		第7回青年委員会
	 	青年委員会と
	 関係政党議員との交流会
	11日	第2回医療部門連絡会
	13日	下半期会計監査
	17日	第4回政策委員会
	19日	第11回四役会議
	26日	第11回執行委員会

引
き
上
げ
目
安
に
４
円
上

乗
せ
で
答
申
さ
れ
る

　

８
月
５
日
、
新
潟
労
働
局
の

諮
問
機
関
で
あ
る
新
潟
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
２
０
２
４
年

度
の
新
潟
県
最
低
賃
金
に
つ
い

て
、
54
円
引
き
上
げ
て
時
給
９

８
５
円
と
す
る
こ
と
を
答
申
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
異
議
申
出
審
議
で
、

労
働
者
側
・
使
用
者
側
代
表
委

員
と
も
に
「
再
審
議
の
必
要
な

し
」
と
し
、
10
月
１
日
か
ら
新

潟
県
の
最
低
賃
金
は
９
８
５
円

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

審
議
の
経
過

　

最
低
賃
金
は
、
公
益
委
員
、

労
働
者
代
表
委
員
、
使
用
者
代

表
委
員
で
構
成
さ
れ
る
審
議
会

で
、
最
低
賃
金
法
第
９
条
の
２

「
地
域
別
最
低
賃
金
は
、
地
域

に
お
け
る
労
働
者
の
生
計
費
お

よ
び
賃
金
な
ら
び
に
通
常
の
事

業
の
賃
金
支
払
い
能
力
を
考
慮

し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
３
要
素
）。」
に
則
り
、
客
観

新潟県の最低賃金は10月1日から

54円引き上げられ 985円 になります

的
な
デ
ー
タ
を
用
い
な
が
ら
議

論
が
す
す
め
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
者
側
が
①
最
低
賃
金
は

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
水
準
で
あ
る

こ
と
、
②
最
低
賃
金
の
地
域
間

の
額
差
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と

の
２
点
を
柱
に
72
円
の
引
き
上

げ
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
使

用
者
側
は
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、

原
材
料
価
格
等
の
高
騰
や
価
格

転
嫁
が
す
す
ま
ず
県
内
企
業
に

余
力
が
な
い
と
し
て
、
25
円
の

引
き
上
げ
が
適
当
と
主
張
し
ま

し
た
。

　

以
降
の
審
議
で
、
労
使
双
方

歩
み
寄
り
の
考
え
は
示
し
た
も

の
の
、
金
額
の
一
致
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
益
委

員
よ
り
「
県
内
労
働
者
の
生
計

費
、
賃
金
お
よ
び
通
常
の
事
業

の
賃
金
支
払
い
能
力
（
３
要

素
）
を
ふ
ま
え
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
提
示
の
あ
っ
た

目
安
お
よ
び
労
使
双
方
の
意
見

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
地
域
の

経
済
・
雇
用
の
実
態
を
見
極
め

た
結
果
、
54
円
引
き
上
げ
、
改

定
額
を
９
８
５
円
と
す
る
。」
と

の
公
益
見
解
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
者
側
と
し
て
は
、
早
期

に
１
０
０
０
円
へ
到
達
す
る
よ

う
求
め
て
き
た
も
の
の
、
中
央

最
低
賃
金
審
議
会
が
出
し
た
目

安
の
50
円
が
過
去
最
大
で
あ
り
、

目
安
ど
お
り
で
結
審
さ
れ
る
地

域
も
多
い
中
で
、
４
円
上
乗
せ

と
し
た
公
益
の
判
断
を
尊
重
し
、

採
決
で
は
賛
成
（
公
益
・
労
働

者
側
賛
成
、
使
用
者
側
反
対
）

し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
最
低

賃
金
の
審
議
を
終
え
、
今
年
度

の
全
国
加
重
平
均
は
１
０
５
５

円
と
な
り
、
新
潟
県
と
全
国
平

均
の
差
は
70
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
全
国
平
均
や
都
市
部
、
近

隣
県
と
の
額
差
は
引
き
続
き
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
最
低
賃
金

の
継
続
的
な
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
の
履
行
確
保
へ

向
け
て

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

１
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

あ
わ
せ
、
各
地
域
協
議
会
の
協

力
の
も
と
、
9
月
18
日
か
ら
の

1
ヵ
月
間
、
新
潟
県
内
周
知
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
の
履
行
確
保

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
各
加
盟
組
合
で
も
、
企

業
内
最
低
賃
金
協
定
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
春
季
生
活

闘
争
で
は
、
次
年
度
以
降
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
を
勘
案
し
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
方
針
策
定
に
お
い
て
は
、

十
分
な
組
織
内
討
議
を
お
願
い

し
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

　

新
潟
県
に
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
新
潟
県
最

低
賃
金
の
他
に
、
①
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
等
製
造
業
、
②

各
種
商
品
小
売
業
、
③
自
動
車

（
新
車
）・
部
分
品
小
売
業
の

３
つ
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
あ
り
ま
す
。
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
は
当
該
産
業

の
基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
も
金

額
改
定
に
む
け
て
申
出
を
行
い

ま
し
た
。
自
動
車
（
新
車
）・

部
分
品
小
売
業
は
金
額
改
定
の

「
必
要
性
あ
り
」
と
さ
れ
た
も

の
の
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス

等
製
造
業
な
ら
び
に
各
種
商
品

小
売
業
は
、
残
念
な
が
ら
金
額

改
定
の
「
必
要
性
な
し
」
と
な

り
ま
し
た
。
産
業
の
価
値
や
魅

力
を
高
め
る
観
点
か
ら
も
、
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
継

続
的
な
引
き
上
げ
は
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議

経
過
は
、
新
潟
労
働
局
の
Ｈ
Ｐ

で
議
事
録
が
順
次
公
開
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

第34回勤労者駅伝大会
参加チーム募集開始�

と　き		2024年11月４日（月・振休）
ところ		デンカビッグスワンスタジアム
種　目		18.4km　６人リレー

http://www.jtuc-rengo.jp/
niigata/ekiden/

＊申込締切 2024年10月17日（木）

公  示
連合新潟

第34回年次大会
連合新潟規約第19条にもとづき、
第34回年次大会を下記のとおり
開催します。
◇日時　2024年10月29日（火）
� 13：30～16：35
◇会場　新潟市・
　　　　新潟東映ホテル１階
� 「白鳥の間」
◇付議事項
　・2024年度活動報告
　・2024年度財政報告及び
� 会計監査報告
　・2025年度活動計画（案）
　・2025年度予算（案）
　・役員交代の承認に関する件

●2024年度労働条件
� 実態調査
●2025地域ミニマム運動
� 賃金実態調査

☆提出期限：10月1日（火）必着

ご協力をお願いします！

調査実施中

女性委員会
第36回総会

◦日時　11月９日（土）
　　　　　13：30
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

青年委員会
第36回総会

◦日時　11月９日（土）
　　　　　14：15
◦会場　新潟市・
� 万代シルバーホテル

『
連
合
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
』の

目
標
必
達
に
む
け
て

―
―
―
―
―
―
―
―�

第
３
回
組
織
対
策
委
員
会
開
催�

―

を
洗
い
出
し
て
共
有
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
２
５
年
度
に
む

け
、
今
年
度
の
反
省
を
活
か
し
た

労
働
相
談
の
周
知
活
動
強
化
や
次

回
研
修
会
の
検
討
、
組
織
拡
大
表

彰
制
度
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
あ
と
、
今
後
の
委
員
会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
委
員
会

を
終
え
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
、
構
成
組
織
、
地
域

協
議
会
、
加
盟
組
合
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
目
を
し
っ
か
り
実
行
し
、
組

織
の
内
外
に
労
働
組
合
の
影
響
力

を
示
し
て
い
く
こ
と
が
引
き
続
き

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
、
連
合
新
潟

は
全
力
で
皆
さ
ん
の
労
働
組
合
活

動
を
支
援
し
、
組
織
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

９
月
３
日
、
２
０
２
４
年
度
最

後
の
組
織
対
策
委
員
会
を
開
き
、

22
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

小
林
会
長
は
、
開
会
に
先
立
つ

挨
拶
に
て
、「
来
年
度
（
２
０
２

５
年
度
）
は
『
連
合
組
織
拡
大
プ

ラ
ン
２
０
３
０
』
の
中
間
地
点
。

後
半
５
年
間
（
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
）
で

組
織
人
員
数
増
加
と
い
う
具
体
的

結
果
も
求
め
る
た
め
、
残
り
の
期

間
で
下
地
づ
く
り
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
今
年
度
の
連
合

新
潟
、
構
成
組
織
、
地
域
協
議
会

に
よ
る
組
織
拡
大
の
経
過
報
告
と
、

「
連
合
新
潟
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

の
発
行
や
研
修
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
改
善
点

組織拡大プラン目標達成にむけた連合新潟ビジョン
◆短期：大会ごとに目標を設定し、地方オルガナイザー、組合作り相談員、地域協議会事務

局長のスキルアップおよび対応強化、構成組織との連携強化の期間とする。
◆中期：フェーズⅠ（基盤強化）の期間である2025年９月までとし、地方オルガナイザー、

組合作り相談員、地域協議会事務局長はもとより、各委員も含めたさらなるスキル
アップを目指す。

◆長期：2030年９月までとし、各実務者担当はもとより、連合新潟組織全体で組織拡大へ
の意識醸成を目指す。

夏
の
長
岡
で
交
流
を
は
か
る
！

　

８
月
24
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
は
、
長
岡
市
・
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
２
０
２
４
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
、
総
勢
15
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
、
昼
食
を
兼
ね
た

「
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座
」
を

行
い
、
お
い
し
い
食
事
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
礼
儀
や
作
法
を

学
び
ま
し
た
。
講
座
を
と
お
し

て
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
知

識
を
深
め
つ
つ
、
参
加
者
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
種
目
と
し
て
も
知
ら
れ
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
は
、
イ
タ

リ
ア
語
で
「
ボ
ー
ル
」
を
意
味

し
、
赤
と
青
の
ボ
ー
ル
を
６
個

ず
つ
投
げ
合
い
、「
ジ
ャ
ッ
ク

ボ
ー
ル
（
的
玉
）」
に
ど
れ
だ

け
多
く
の
球
を
近
づ
け
ら
れ
る

か
を
競
い
ま
す
。
食
後
の
運
動

も
兼
ね
て
、
真
剣
か
つ
楽
し
み

な
が
ら
の
体
験
で
し
た
が
、
時

に
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
実
は

奥
が
深
い
ボ
ッ
チ
ャ
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
体
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。



インターネットからお申込みするだけで
（ネットカンタン仮申込）

金利
引下げ！

お申込みはネットカンタン仮申込から！
〈新潟ろうきん〉ホームページへアクセスし、

トップページにある「ネットカンタン仮申込」バナーをクリックしてください。
「ネットカンタン仮申込」は本申込みではありませんので、審査結果ご連絡後のキャンセルもＯＫ！お気軽にご利用ください。

●ご融資金額／最高1,000万円●ご返済期間
／最長10年●お使いみち／自動車購入・修理、
カー用品の購入、免許の取得、マイカーのクレ
ジットなどの借換え等●担保／不要●保証／
保証機関の保証（保証料はろうきん負担）

マイカーローン
ろうきん

─────────── 生活応援金利 ───────────

年1.6％~年1.7％（変動金利） （変動金利）

年2.30%（変動金利）通常金利

新車・
中古車購入はもちろん、
ディーラーローン、

残価設定クレジットからの

借換えも
OK！

ろうきん
マイカーローンは

保証料
0円！

※ネット割以外の金利引下げ条件もございます。詳しくは店頭へお問い合わせください。※金利適用条件・項目は、金利情勢等により見直しする場合があります。※審査結果
により、ご希望に添えない場合があります。※保証人をご用意いただくことにより、ご利用いただける場合があります。※店頭またはホームページで返済額の試算をいたします。
※詳しくは店頭に説明書をご用意しております。※表示金利は2024年8月1日現在

新潟ろうきん 検 索

1524Z004

新 潟 推 進 本 部
( 新 潟 県 総 合 ⽣ 活 協 同 組 合 )

A5サイズ

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業
を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりあ
る暮らしに貢献することを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、
出資⾦を払い込んで居住地または勤務地の共済⽣協の組合員となること
で各種共済制度をご利⽤いただけます。

※画像はイメージです。※カラーの指定はできかねます。※在庫状況によっては、他のノベルティをお渡しする場合がございます。

公式キャラクター
ピットくん

連　　　合　　　新　　　潟

参加者全員で集合写真！

親子で平和の大切さを学びました

写真右から１人目が外内千蒔さん

ヨガで疲労回復！ストレス軽減！
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第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第403号
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最
近
、
よ
く

聞
く『
推
し
活
』

中
学
生
の
娘
が

毎
日
の
よ
う
に

大
好
き
な
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ

の
情
報
を
話
し

て
く
れ
る
が
、
正
直
聞
い

て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、

覚
え
ら
れ
な
い
。
や
っ
と

名
前
と
顔
が
一
致
し
た
頃
、

「
推
し
が
変
わ
っ
た
ん
だ
よ

ー
♡
」
と
嬉
し
そ
う
に
言

わ
れ
、
せ
っ
か
く
メ
ン
バ

ー
を
覚
え
て
き
た
の
に
母

が
っ
か
り
。

　

つ
い
最
近
も
娘
の
従
妹

達
が
遊
び
に
来
た
時
、
推

し
の
映
像
や
雑
誌
を
見
て

目
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た

（
従
妹
の
母
も
）

　

日
々
の
潤
い
！
生
き
甲

斐
を
私
も
見
つ
け
よ
う

・
・
・
。�

（
玉
）

生産者の苦労と
食の尊さを学ぶ
新潟県・食と
環境ネットワーク

体験型学習会

　

８
月
24
日
、
新
潟
市
ア
グ
リ
パ

ー
ク
で
、
今
年
度
１
回
目
の
新
潟

県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

験
型
学
習
会
を
開
催
し
、
構
成
組

織
か
ら
大
人
25
人
、
子
ど
も
21
人

の
46
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
新
潟

県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

食
料
・
環
境
問
題
、
新
潟
県
お
よ

び
国
内
農
林
水
産
業
の
維
持
・
発

展
、
食
の
安
全
に
関
わ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
課
題
解
決
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
連
合
新
潟
と

コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が
た
で
構
成
す

る
団
体
で
す
。
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
企
画
す
る
体
験
型
学
習

会
で
は
、
牛
の
搾
乳
や
餌
や
り
、

季
節
の
野
菜
収
穫
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
炎
天
下

の
な
か
で
の
体
験
学
習
と
な
り
ま

し
た
が
、
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
な

ど
の
野
菜
を
袋
が
一
杯
に
な
る
ま

で
収
穫
し
、
大
人
も
子
ど
も
も
大

満
足
で
し
た
。
ま
た
、
牛
の
搾
乳・

餌
や
り
体
験
で
は
、
初
め
は
お
そ

る
お
そ
る
搾
乳
・
餌
や
り
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
き

て
、
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
ピ
ザ

づ
く
り
体
験
を
行
い
、
生
産
者
の

苦
労
や
食
の
尊
さ
を
学
ぶ
大
変
有

意
義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
験
型
学
習
会
は
、
親
子
で
参

加
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
毎
回
多

く
の
申
込
み
が
あ
る
人
気
企
画
の

た
め
、
残
念
な
が
ら
半
数
以
上
の

方
が
抽
選
で
外
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
今
後
２
回
目
の
体
験
型
学
習

会
の
企
画
も
検
討
中
で
す
の
で
、

次
回
も
多
く
の
方
か
ら
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。私の地

まち

域からこんにちは！
■ お店紹介 ■■■  佐渡地協 発  ■■■
　東京に住んでいるオーナーは、釣り好きで５年
前からたびたび島を訪れていました。そこで出会
った島のお米、おいしさに心震わされて６月にお
店をオープン。朝6:00から始めて14:00までの
営業。お店の名前は、『されどおにぎり』
　実はなんと、本格的なおにぎり屋は佐渡には無
かったのです。
　「佐渡島の金山」の世
界遺産登録により観光客
が増えてくることが予想
され、食事処が厳しくな
る佐渡において救世主と
なりうるか！楽しみです。
　その場で佐渡の具材もあれこれ取り入れてのイ
ートインも可能です。
　佐渡においでの際はぜひ『されどおにぎり』を
ご利用してみてはいかがでしょうか。
　両津方面から佐和田バイパスの佐和田交番の交
差点を右折すぐです。🅿あり
　おにぎりの種類も豊富、サブメニューもあり

佐渡市中原347-1　050-8881-3050
saredoonigiri@gmail.com

③

10月の自治体選挙  連合新潟推薦候補予定者
◇長岡市長選挙
　（投開票日  10月6日）

いそだ  達
たつ

伸
のぶ

無所属　現２　（72）

　

８
月
９
日
（
金
）、
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
の
中
を
願
い
、

佐
渡
地
協
の
平
和
行
動
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
、
佐
渡
島
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
ピ
ー
ス
キ

ャ
ン
ド
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
佐

渡
か
ら
も
世
界
の
平
和
を
願
う

〜
」
と
題
し
て
、
猪
俣
快
門
さ

ん
（
行
谷
小
）
並
び
に
五
百
川

眞
実
さ
ん
（
河
崎
小
）
か
ら
、

当
時
の
お
け
さ
丸
襲
撃
に
関
す

る
歴
史
を
中
心
に
講
義
を
受
け

平
和
の
祈
り
を
込
め
て
・・・

新
潟
地
協
事
務
局
長
　
山
際  

輝
久

平
和
行
動 

in 

　
　

長
崎
に
参
加
し
て

８
月
８
日
～
９
日

佐
渡
地
協
　
外
内
　
千
蒔

ま
し
た
。
ま

た
、
新
潟
地

協
構
成
組
織

か
ら
は
、
新

教
組
新
潟
市

支
部
の
井
上

拓
哉
（
葛
塚
東
小
）
さ
ん
か
ら
、

新
教
組
の
平
和
学
習
の
取
り
組

み
と
し
て
「
東
京
大
空
襲
ピ
ー

ス
ツ
ア
ー
参
加
で
感
じ
た
こ

と
」
と
題
し
た
講
演
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
津
港
に

移
動
し
19
時
30
分
出
航
予
定
の

お
け
さ
丸
に
乗
船
し
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い
戦
争
へ
の
思

い
と
世
界
平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
て
、
キ
ャ
ン

ド
ル
を
振
り
交
わ
し
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
２
回
目
の
参
加
と
な

り
、
参
加
さ
れ
た
組
合

員
の
中
に
は
、
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
参
加
さ
れ
た
方
も
多
く
、

「
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
っ
た
感
想
も
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

佐
渡
地
協
の
み
な
さ
ん
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

連
合
新
潟
女
性
委
員
会

「
２
０
２
４
女
性
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

�

を
開
催

　

８
月
31
日
に
新
潟
市
・
万
代

市
民
会
館
で
「
２
０
２
４
女
性

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
、

構
成
組
織
・
地
域
協
議
会
か
ら

21
人
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
、
学
習
会
講
師
と
し

て
連
合
東
京
に
加
盟
す
る
ｙ
о

ｇ
ｇ
ｙ
（
ヨ
ギ
―
）
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
ユ
ニ
オ
ン
執
行
委
員

長
の
塙
律
子
（
は
な
わ
り
つ

こ
）
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

ｙ
о
ｇ
ｇ
ｙ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
ユ
ニ
オ
ン
は
、
業
務
委
託
契

約
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
で
ヨ
ガ

待
で
き
ま
す
。
初
め
て
ヨ
ガ
を

体
験
す
る
参
加
者
が
多
か
っ
た

で
す
が
、
疲
れ
た
身
体
を
ほ
ぐ

し
つ
つ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
続

い
て
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
女

性
が
労
働
組
合
を
立
ち
上
げ

や
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
る
方
た
ち

で
構
成
す
る
労
働
組
合
で
す
。

塙
氏
は
自
身
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
に
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
、
参
加
者

全
員
で
ヨ
ガ
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
ヨ
ガ
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
姿

勢
、
②
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
③
呼
吸

の
３
点
を
意
識
す
る
こ
と
で
あ

り
、
体
の
ゆ
が
み
の
改
善
や
シ

ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
疲
労
回
復
、

ス
ト
レ
ス
軽
減
等
の
効
果
が
期

た
！
そ
の
取
り
組
み
と
課
題
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
業
務
依
頼

者
か
ら
の
理
不
尽
な
指
揮
命
令

を
受
け
て
労
働
組
合
を
結
成
し

た
経
緯
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方

が
集
ま
る
労
働
組
合
に
お
け
る

特
有
の
課
題
、
女
性
と
労
働
組

合
の
関
わ
り
等
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
雇
用
契
約
と
は
異
な

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
働
く
こ
と

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
女

性
が
労
働
組
合
活
動
に
参
画
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
、
改
め
て
考
え
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
連
合
新
潟
か
ら
は
親
子
２
組
を
含
め

た
６
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
私
自
身
、
長
崎
を

訪
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
勾
配
の
急
な
坂
の
多

い
、
独
特
な
街
並
み
が
印
象
的
で
し
た
。

　

１
日
目
の
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
で
は
、
被
爆

さ
れ
た
方
の
体
験
談
の
ほ
か
、
長
崎
大
学
核
兵

器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方
の
講
演
、
高
校

生
・
大
学
生
ら
の
取
組
み
紹
介
を
は
じ
め
と
し

た
若
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
、
多
く
の
貴

重
な
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
長
崎
平
和
公
園
で
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ

ー
ク
の
ほ
か
原
爆
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

原
爆
資
料
館
で
は
、
原
爆
投
下
遺
品
、
体
験
談

な
ど
当
時
の
こ
と
を
生
々
し
く
伝
え
る
も
の
ば

か
り
で
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
繰
り
返

さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
と
と
も
に
、
今
の

平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

被
爆
79
年
と
長
い
年
月
が
過
ぎ
、
当
時
の
こ

と
を
知
る
方
も
少
な
く
な
る
中
で
、
こ
の
よ
う

に
実
際
に
被
爆
地
を
訪
れ
、
肌
身
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
貴
重
で
、
得
難

い
経
験
で
し
た
。
一
緒
に
行
動
を
共
に
し
た
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。


